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●団塊世代の退職ラッシュ後､ 多くの学校で増

えてきた若い先生方に､ 相談教師が蓄積してき

た教育相談のノウハウと魅力を伝えていくこと

が求められていると感じます｡ ある学校では､

｢若い人のために研修会をせざるを得ませんね｣

を口実にして進めた研修会に中堅の先生方を思

い切り巻き込み､ 学校変革の原動力になったと

うかがいました｡ 教えられるよりも､ 先輩教師

がパワーを発揮する姿に､ 若い先生方が自然に

学んでいかれるといいなあと思いました｡

●教室に子ども支援のボランティアが入るよう

になったのも､ 目新しい学校の光景です｡ ただ

でさえお忙しいなか､ ボランティアの受け入れ

は先生方のご負担をさらに増す面も否定できま

せんが､ 先生方ご自身が人と関係をつくりなが

ら子どもたちに新しいかかわりを提供されるこ

との教育力の大きさを感じました｡ ���

��� �����	
�����

���	���

保護者対応に苦慮することの多い昨今で

すが､ 子どもが抱える困難な課題・問題

に対して､ 保護者とともに有効にかかわ

るための具体策を示すことで､ 保護者を

支える方向を探ります｡
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選択理論心理学についての基礎知識､ 学

校全体で導入している実践例､ 個別面談

での活用例､ １時間でできる授業案など

を紹介します｡
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